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【装置等】 

   遠心機 ： CT15RE 形卓上微量高速遠心機 

   ロータ ： T15A61 形アングルロータ（24 本架け） *T15A62 形アングルロータでも使用可能 

   使用フィルタ ： RNeasy Mini Kit（QIAGEN 社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プロトコール】 

   植物組織を乳鉢と乳棒を使用して液体窒素中で粉末状にすり潰す 

         ↓ 

   すり潰した粉末を 2ml マイクロチューブに移す 

         ↓ 

   450μl の Buffer RLT を注入し、激しくボルテックスする 

         ↓ 

   インキュベート（56℃、1-3 分）する 

         ↓ 

   ライセートを QIAshredder スピンカラムに移す 

*スピンカラムの入ったマイクロチューブはキャップを切断する 

         ↓ 

   遠心（15,000rpm (21,500×g)、2 分、室温）する 

         ↓ 

   ろ液を新しい 2ml マイクロチューブに移す 

          ↓ 

   0.5 倍容量の 96%(v/v)以上のエタノールを加え、ピペッティングで穏やかに混和する 

          ↓ 

   混和液 650μl を RNeasy スピンカラムに移す 

 *スピンカラムの入ったマイクロチューブはキャップを切断する 

         ↓ 

     遠心（9,200rpm (8,000×g)、15 秒、室温）する 
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冷凍機付 



           ↓ 

     ろ液を捨てる 

           ↓ 

     700μl の Buｆfer RW1 を RNeasy スピンカラムに加える 

           ↓ 

     遠心（9,200rpm (8,000×g)、15 秒、室温）する 

           ↓ 

     ろ液を捨てる 

           ↓ 

     500μl の Buffer RPE を RNeasy スピンカラムに加える 

           ↓ 

     遠心（9,200rpm (8,000×g)、15 秒、室温） 

          ↓ 

    ろ液を捨てる 

          ↓ 

500μl の Buffer RPE を RNeasy スピンカラムに加える 

           ↓ 

     遠心（9,200rpm (8,000×g)、2 分、室温） 

             ↓ 

    RNeasy スピンカラムを新しい 1.5ml マイクロチューブに入れる 

          ↓ 

    30-50μl の滅菌蒸留水を加える 

          ↓ 

    遠心（9,200rpm (8,000×g)、1 分、室温）する 

          ↓ 

    溶出した RNA 溶液を-70℃で保存する 

       注１）：ご使用に際しては必ず本ロータの取扱説明書をご一読下さい。 

       注 2）：プロトコールの詳細につきましてはＱＩＡＧＥＮ社のキット付属の取扱説明書をご覧下さい。 

       注 3）：1.5ml マイクロチューブをキャップを開けた状態で 4℃で遠心する場合は、必ず 

           10,000rpm (12,000×g) 以下でご使用下さい。キャップが破損する場合があります。 


